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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体内における被写体の像の明るさの検知結果を取得する取得部と、
　前記明るさの検知結果が所定の範囲内の値を示す第１の期間に応じて、撮像部の露出を
、前記範囲内に含まれる値に対応する露出に維持する第２の期間を決定する制御部と、
　を備える、医療用観察装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記検知結果として、前記範囲内の値が検知されたタイミングを基点と
した前記第１の期間に応じて、当該タイミングを基点とした前記第２の期間を決定する、
請求項１に記載の医療用観察装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記タイミングを基点として、前記撮像部の露出の制御を開始する、請
求項２に記載の医療用観察装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記第２の期間中における前記タイミングよりも後の他のタイミングを
基点として、前記撮像部の露出の制御を開始する、請求項２に記載の医療用観察装置。
【請求項５】
　前記他のタイミングは、前記検知結果として、前記範囲外の値が検知されたタイミング
である、請求項４に記載の医療用観察装置。
【請求項６】
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　前記制御部は、前記第２の期間中における、前記検知結果が前記範囲外の値を示す期間
において、前記撮像部の露出の制御する、請求項２に記載の医療用観察装置。
【請求項７】
　前記制御部は、前記撮像部の露出が、前記範囲内に含まれる所定の目標値に対応する露
出に維持されるように、当該撮像部を制御する、請求項１に記載の医療用観察装置。
【請求項８】
　前記制御部は、前記検知結果に基づき、前記撮像部の露出を制御するための目標値を算
出する、請求項１に記載の医療用観察装置。
【請求項９】
　前記制御部は、前記第１の期間に応じた前記第２の期間の増加分を、所定の閾値を超え
ない範囲で設定する、請求項１に記載の医療用観察装置。
【請求項１０】
　前記撮像部を備える、請求項１に記載の医療用観察装置。
【請求項１１】
　前記撮像部は、患者の体腔内に挿入される内視鏡である、
　請求項１０に記載の医療用観察装置。
【請求項１２】
　前記撮像部は、前記被写体の光学像を取得する光学系を含む顕微鏡部であって、
　前記顕微鏡部を支持する支持部、
　をさらに備える、
　請求項１０に記載の医療用観察装置。
【請求項１３】
　プロセッサが、
　生体内における被写体の像の明るさの検知結果を取得することと、
　前記明るさの検知結果が所定の範囲内の値を示す第１の期間に応じて、撮像部の露出を
、前記範囲内に含まれる値に対応する露出に維持する第２の期間を決定することと、
　を含む、医療用観察装置の作動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、医療用観察装置及び医療用観察方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年では、手術手法、手術器具の発達により、内視鏡や手術用顕微鏡等のような医療用
の観察装置により患部を観察しながら、各種処置を施す手術（所謂、マイクロサージャリ
ー）が頻繁に行われるようになってきている。また、このような医療用の観察装置の中に
は、患部を光学的に観察可能とする装置に限らず、撮像部（カメラ）等により撮像された
患部の画像を、モニタなどの表示部に電子画像として表示させる装置もある。例えば、特
許文献１には、内視鏡の観察像を撮像部により撮像させて電子画像として表示部に表示さ
せる技術の一例が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－３７７１１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　一方で、例えば、内視鏡や手術用顕微鏡等の医療用観察装置が使用される状況下では、
当該医療用観察装置の観察範囲（即ち、撮像部の画角内）に、鉗子やガーゼ等が差し込ま
れるといった場合が想定され得る。このように、観察対象よりも比較的明るい物体（即ち
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、高輝度の被写体）が撮像部の画角内に進入した状況下では、例えば、画角内の明るさが
明るくなったものとみなされ、シャッタースピードをより高速に制御したり、ゲインを小
さくする等のように、撮像される被写体の画像がより暗くなるように撮像部の露出（露光
量）が制御される場合がある。このような場合には、例えば、出力される観察対象の画像
（即ち、被写体の画像）が一時的に暗くなる等のように、当該画像の明るさが急激に変化
するといった現象が顕在化する場合がある。このような外乱による画像（特に、観察対象
の画像）の明るさの変化は、当該画像を観察しながら施術を施す術者の作業を阻害する場
合が想定され得る。
【０００５】
　そこで、本開示では、撮像される画像の、外乱に伴う明るさの急激な変化を抑止するこ
とが可能な、医療用観察装置及び医療法観察方法を提案する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示によれば、生体内における被写体の像の明るさの検知結果を取得する取得部と、
前記明るさの検知結果が所定の範囲内の値を示す第１の期間に応じて、撮像部の露出を、
前記範囲内に含まれる値に対応する露出に維持する第２の期間を決定する制御部と、を備
える、医療用観察装置が提供される。
【０００７】
　また、本開示によれば、プロセッサが、生生体内における被写体の像の明るさの検知結
果を取得することと、前記明るさの検知結果が所定の範囲内の値を示す第１の期間に応じ
て、撮像部の露出を、前記範囲内に含まれる値に対応する露出に維持する第２の期間を決
定することと、を含む、医療用観察方法が提供される。
【発明の効果】
【０００８】
　以上説明したように本開示によれば、撮像される画像の、外乱に伴う明るさの急激な変
化を抑止することが可能な、医療用観察装置及び医療法観察方法が提供される。
【０００９】
　なお、上記の効果は必ずしも限定的なものではなく、上記の効果とともに、または上記
の効果に代えて、本明細書に示されたいずれかの効果、または本明細書から把握され得る
他の効果が奏されてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本開示の一実施形態に係る医療用観察装置を適用したシステムの概略的な構成の
一例について説明するための説明図である。
【図２】露出制御の一例について説明するための説明図である。
【図３】同実施形態に係る医療用観察装置の機能構成の一例について示したブロック図で
ある。
【図４】同実施形態に係る医療用観察装置の一連の処理の流れの一例を示したフローチャ
ートである。
【図５】同実施形態に係る医療用観察装置による露出制御の一例について説明するための
説明図である。
【図６】同実施形態の変形例に係る医療用観察装置による露出制御の一例について説明す
るための説明図である。
【図７】同実施形態の変形例に係る医療用観察装置による露出制御の他の一例について説
明するための説明図である。
【図８】同実施形態の変形例に係る医療用観察装置による露出制御の他の一例について説
明するための説明図である。
【図９】同実施形態に係る医療用観察装置の一適用例について説明するための説明図であ
る。
【図１０】同実施形態に係る医療用観察装置として構成される情報処理装置のハードウェ
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ア構成の一構成例を示す機能ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下に添付図面を参照しながら、本開示の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１２】
　なお、説明は以下の順序で行うものとする。
　１．システム構成
　２．露出制御に関する検討
　３．機能構成
　４．処理
　５．変形例
　６．適用例
　７．ハードウェア構成
　８．まとめ
【００１３】
　＜１．システム構成＞
　まず、図１を参照して、本実施形態に係る医療用観察装置を適用したシステムの構成の
一例について説明する。図１は、本実施形態に係る医療用観察装置を適用したシステムの
概略的な構成の一例について説明するための説明図である。
【００１４】
　例えば、図１は、医療現場において従来の開腹手術に代わって行われる、腹部の内視鏡
外科手術において用いられる内視鏡手術システムの一例を示している。図１に示すように
、腹部の内視鏡外科手術では、従来のように腹壁を切って開腹する代わりに、トロッカ２
５ａ、２５ｂと称される開孔器具が腹壁に数か所取り付けられ、トロッカ２５ａ、２５ｂ
に設けられている孔から腹腔鏡（以下、内視鏡とも称する）１１、エネルギ処置具２２や
鉗子２３等が体内に挿入される。そして、内視鏡１１によってビデオ撮像された患部（腫
瘍等）Ｕの画像をリアルタイムに見ながら、エネルギ処置具２２等によって患部Ｕを切除
するなどの処置が行われる。なお、内視鏡１１、エネルギ処置具２２や鉗子２３は、術者
、助手、スコピスト、またはロボット等により保持される。
【００１５】
　このような内視鏡下手術を行う手術室内には、内視鏡下手術のための装置類を搭載する
カート３１、患者が横たわる患者ベッド３３、フットスイッチ３５等が配置される。また
、カート３１には、医療機器として、例えば、カメラコントロールユニット(ＣＣＵ)１３
、光源装置１７、処置具用装置２１、気腹装置２４、表示装置１５、レコーダ２６及びプ
リンタ２７等の装置類が載置される。
【００１６】
　内視鏡１１の観察光学系を通じて撮像された患部Ｕの画像信号は、カメラケーブルを介
してＣＣＵ１３に伝送される。なお、ＣＣＵ１３は、カメラケーブルを介して内視鏡１１
に接続される他、無線の通信経路を介して内視鏡１１に接続されてもよい。ＣＣＵ１３は
、内視鏡１１から出力される画像信号に対して信号処理を施し、信号処理後の当該画像信
号を表示装置１５に出力する。このような構成により、患部Ｕの内視鏡画像が表示装置１
５に表示される。
【００１７】
　なお、ＣＣＵ１３は、信号処理後の画像信号をレコーダ２６に出力することで、当該レ
コーダ２６に、患部Ｕの内視鏡画像を画像データ（例えば、動画像のデータ）として記録
させてもよい。また、ＣＣＵ１３は、信号処理後の画像信号をプリンタ２７に出力するこ
とで、当該プリンタ２７に、患部Ｕの内視鏡画像を印刷させてもよい。
【００１８】
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　光源装置１７は、ライトガイドケーブルを介して内視鏡１１に接続され、患部Ｕに対し
てさまざまな波長の光を切り替えて照射することが可能である。なお、光源装置１７から
照射される光は、例えば、補助光として用いられる場合もある。
【００１９】
　処置具用装置２１は、例えば、電気熱を用いて患部Ｕを切断するエネルギ処置具２２に
対して高周波電流を出力する高周波出力装置に相当する。
【００２０】
　また、気腹装置２４は、送気、吸気手段を備え、患者体内の例えば腹部領域に空気を送
気するものである。
【００２１】
　フットスイッチ３５は、術者や助手等のフット操作をトリガ信号として、ＣＣＵ１３や
処置具用装置２１等を制御するようになっている。
【００２２】
　以上、図１を参照して、本開示の一実施形態に係る医療用観察装置を適用したシステム
構成として、所謂、内視鏡手術システム１の概略的なシステム構成の一例について説明し
た。
【００２３】
　＜２．露出制御に関する検討＞
　次に、本開示の一実施形態に係る医療用観察装置の特徴をよりわかりやすくするために
、内視鏡１１等に含まれる撮像部の露出制御について概要を説明し、次いで、本実施形態
に係る医療用観察装置の課題について整理する。
【００２４】
　撮像部は、被写体像の明るさ、または、撮像された被写体の画像の明るさの検知結果に
応じて、露出が制御されるように構成されている（換言すると、撮像される被写体の画像
の明るさが制御されるように構成されている）場合がある。なお、本説明では、便宜上、
撮像部の露出を制御する主体がＣＣＵであるものとして説明する。
【００２５】
　例えば、ＣＣＵは、ＣＭＯＳ（Complementary　Metal-Oxide　Semiconductor）イメー
ジセンサやＣＣＤ（Charge　Coupled　Device）イメージセンサ等のような撮像素子（例
えば、撮像部に設けられた撮像素子）により撮像された画像信号に基づき、当該画像中に
撮像された被写体の明るさ（像面照度）を検知する（検波する）。また、他の一例として
、ＣＣＵは、撮像部に設けられた測光センサ等の検知部から、被写体像の明るさ（輝度）
の検知結果を取得してもよい。なお、以降の説明では、被写体像の明るさ、または、撮像
された被写体の画像の明るさの検知結果を、単に「検波値」と称する場合がある。そして
、ＣＣＵは、取得された検波値に基づき、撮像部により撮像される被写体の画像の明るさ
（即ち、像面照度）がより好適な態様となるように（例えば、適正露出となるように）、
当該撮像部のシャッタースピードや、撮像された画像信号に対して適用されるゲインを制
御する（即ち、撮像部の露出を制御する）。なお、以降の説明では、「ゲイン」と記載し
た場合には、特に説明が無い限りは、撮像された画像信号に対して適用されるゲインを示
すものとする。
【００２６】
　例えば、図２は、露出制御の一例について説明するための説明図である。図２において
、参照符号Ｌ１は、撮像される被写体の画像の明るさが適正となる場合の検波値（即ち、
適正な露出となる場合の検波値）を示している。なお、以降では、参照符号Ｌ１で示され
た検波値を、「基準値」と称する場合がある。
【００２７】
　これに対して、参照符号Ｌ２は、基準値Ｌ１よりも大きい検波値を示している。即ち、
検波値Ｌ２が取得された場合には、被写体の画像の明るさが、適正露出の場合よりもより
明るくなる。そのため、この場合には、ＣＣＵは、露光量がより少なくなるように、撮像
部の露出を制御する。具体的には、ＣＣＵは、例えば、撮像部の電子シャッターのシャッ
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タースピードを、現状の値よりもより高速になるように制御する。また、ＣＣＵは、ゲイ
ンを、現状の値よりもより低くなるように制御してもよい。このような制御により、撮像
される被写体の画像がより暗くなるように、即ち、当該画像の明るさが、基準値Ｌ１に対
応する画像の明るさにより近づくように制御される。
【００２８】
　また、参照符号Ｌ３は、参照符号Ｌ３は、基準値Ｌ１よりも小さい検波値を示している
。即ち、検波値Ｌ３が取得された場合には、被写体の画像の明るさが、適正露出の場合よ
りもより暗くなる。そのため、この場合には、ＣＣＵは、露光量がより多くなるように、
撮像部の露出を制御する。具体的には、ＣＣＵは、例えば、撮像部の電子シャッターのシ
ャッタースピードを、現状の値よりもより低速になるように制御する。また、ＣＣＵは、
ゲインを、現状の値よりもより高くなるように制御してもよい。このような制御により、
撮像される被写体の画像がより明るくなるように、即ち、当該画像の明るさが、基準値Ｌ
１に対応する画像の明るさにより近づくように制御される。
【００２９】
　一方で、図１を参照して前述したように、腹部の内視鏡外科手術等のように医療用観察
装置が使用される状況下では、当該医療用観察装置の観察範囲（即ち、撮像部の画角内）
に、鉗子やガーゼ等のような、観察対象（被検体）とは異なる物体が差し込まれるといっ
た場合が想定され得る。特に、観察対象よりも比較的明るい物体（即ち、高輝度の被写体
）が撮像部の画角内に進入した状況下では、例えば、ＣＣＵは、画角内の明るさが明るく
なったものとみなし、撮像される被写体の画像がより暗くなるように、撮像部の露出を制
御する（例えば、シャッタースピードをより高速に制御したり、ゲインを小さくする）場
合がある。このような場合には、例えば、出力される観察対象の画像（例えば、生体内の
患部の画像）が一時的に暗くなる等のように、被写体の画像の明るさが急激に変化すると
いった現象が顕在化する場合がある。このような外乱による画像（特に、患部等のような
観察対象の画像）の明るさの変化は、当該画像を観察しながら施術を施す術者の作業を阻
害する場合が想定され得る。
【００３０】
　そこで、本実施形態に係る医療用観察装置は、鉗子やガーゼ等のような高輝度の被写体
が観察範囲内に進入する等の外乱が発生し得る状況下においても、撮像される画像の明る
さの急激な変化を抑止することが可能な仕組みを提供する。なお、以降では、本実施形態
に係る医療用観察装置についてさらに詳しく説明する。
【００３１】
　＜３．機能構成＞
　まず、図３を参照して、本実施形態に係る医療用観察装置の機能構成の一例について、
特に、撮像される被写体の画像の明るさの制御（換言すると、露出の制御）に係る動作に
着目して説明する。図３は、本実施形態に係る医療用観察装置の機能構成の一例について
示したブロック図であり、特に、観察対象（被検体）の画像を撮像し、当該画像を表示す
る処理に着目した機能構成の一例を示している。
【００３２】
　図３に示すように、本実施形態に係る医療用観察装置１００は、撮像部１１０（例えば
、カメラヘッド）と、制御部１３０と、表示部１５０とを含む。なお、図３に示した医療
用観察装置１００は、例えば、図１に示した内視鏡システム１として構成され得る。即ち
、図３に示した、撮像部１１０、制御部１３０、及び表示部１５０は、例えば、図１に示
した内視鏡手術システム１における、内視鏡１１、ＣＣＵ１３、表示装置１５にそれぞれ
対応している。
【００３３】
　撮像部１１０は、所謂カメラ等のような動画像や静止画像等の画像を撮像する構成に相
当し、例えば、撮像光学系（例えば、一連のレンズ群）１１１と、撮像素子１１３とを含
む。撮像光学系１１１は、被写体の光学像を撮像素子１１３の撮像面に結像させる。撮像
素子１１３としては、例えば、ＣＭＯＳイメージセンサやＣＣＤイメージセンサ等が適用
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され得る。撮像素子１１３は、撮像面に結像した光学像を光電変換によって電気信号に変
換する。なお、このとき撮像素子１１３の動作（例えば、シャッタースピードやゲイン）
は、後述する制御部１３０により制御される（即ち、制御部１３０により露出が制御され
る）。そして、撮像素子１１３は、光電変換によって生成した電気信号を制御部１３０に
出力する。
【００３４】
　制御部１３０は、撮像信号処理部１３１と、画像処理部１３３と、露出制御部１３５と
を含む。
【００３５】
　撮像信号処理部１３１は、撮像素子１１３において光電変換によって生成された電気信
号に対して、例えば、リニアマトリクス処理、ホワイトバランス処理、γ補正処理等の各
種処理を実行することで画像信号を生成する。撮像信号処理部１３１により生成された画
像信号は、画像処理部１３３に入力される。画像処理部１３３は、取得した画像信号に対
して、色調補正、輝度補正等の各種補正処理、ビデオ信号の生成、あるいはエンコード処
理等、目的に応じた画像処理を施し、当該画像処理の結果に基づく画像を、例えば表示部
１５０に出力する。
【００３６】
　また、撮像信号処理部１３１は、撮像素子１１３の露出制御に必要な情報を露出制御部
１３５に出力する。より具体的には、撮像信号処理部１３１は、撮像素子１１３において
光電変換によって生成された電気信号に対して検波処理を施し、当該検波処理の結果（即
ち、検波値）を、露出制御部１３５に出力する。
【００３７】
　露出制御部１３５は、撮像信号処理部１３１から検波処理の結果として検波値を取得し
、取得した検波値に基づき、撮像素子１１３のシャッタースピードやゲインを制御する（
即ち、撮像部１１０の露出を制御する）。例えば、露出制御部１３５は、図２を参照して
前述したように、基準値に対して取得した検波値が乖離している場合には、当該基準値を
目標値として、取得される検波値が当該目標値により近づくように撮像部１１０の露出を
制御してもよい。
【００３８】
　より具体的な一例として、露出制御部１３５は、検波値に基づき被写体の画像の明るさ
が基準値に対応する適正露出の場合よりも明るいと認識した場合には、露光量がより少な
くなるように、撮像部１１０の露出を制御する。この場合には、例えば、露出制御部１３
５は、撮像素子１１３における電子シャッターのシャッタースピードをより高速に制御し
たり、ゲインがより低くなるように制御する。
【００３９】
　また、他の一例として、露出制御部１３５は、検波値に基づき被写体の画像の明るさが
基準値に対応する適正露出の場合よりも暗いと認識した場合には、露光量がより多くなる
ように、撮像部１１０の露出を制御する。この場合には、例えば、露出制御部１３５は、
撮像素子１１３における電子シャッターのシャッタースピードをより低速に制御したり、
ゲインがより高くなるように制御する。
【００４０】
　また、露出制御部１３５は、検波値が所定の範囲内の値を示す場合には、観察範囲内に
高輝度の被写体が進入する等のような外乱を受けた露出制御により、被写体の画像の明る
さが急激に変化するといった事態の発生を抑止するために、露出の急激な変化を抑止する
。
【００４１】
　具体的には、露出制御部１３５は、検波値が所定の範囲内の値を示すことを認識した場
合には、検波値が当該範囲内の値を示す第１の期間を計測し、当該第１の期間の計測結果
に基づき、外乱に伴う露出の急激な変化を抑止する第２の期間を決定する。なお、当該所
定の範囲（即ち、検波値の範囲）は、例えば、適正露出に対応する検波値を基準として、
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許容される露出（換言すると、対象の観察により好適な被写体の画像の明るさ）の範囲に
基づき、あらかじめ決定されている。
【００４２】
　そして、露出制御部１３５は、決定した第２の期間中においては、外乱等により検波値
が急激に変化した場合においても、所定の範囲内の検波値に対応する露出（例えば、基準
値に対応する適正露出）に維持されるように、撮像素子１１３の動作を制御する。なお、
本動作の詳細については、医療用観察装置の一連の処理の流れの一例とあわせて、別途後
述する。
【００４３】
　以上、図３を参照して、本実施形態に係る医療用観察装置の機能構成の一例について、
特に、被写体の画像の明るさの制御（換言すると、露出の制御）に係る動作に着目して説
明した。
【００４４】
　＜４．処理＞
　次に、図４を参照して、本実施形態に係る医療用観察装置の一連の処理の流れの一例に
ついて、特に、医療用観察装置による露出制御の動作に着目して説明する。図４は、本実
施形態に係る医療用観察装置の一連の処理の流れの一例を示したフローチャートである。
【００４５】
　（ステップＳ１０１）
　まず、撮像信号処理部１３１は、撮像素子１１３における光電変換によって生成された
電気信号に対して検波処理を施し、当該検波処理の結果（即ち、検波値）を、露出制御部
１３５に出力する。
【００４６】
　（ステップＳ１０５）
　露出制御部１３５は、撮像信号処理部１３１から取得した検波値が所定の範囲内の値を
示す場合には、外乱等により検波値が急激に変化した場合においても露出を維持する期間
（以降では、「安定時間Ｔｓ」と称する）を加算する。なお、本説明では、安定時間Ｔｓ
は、１フレームを１カウントとしたカウンタ値に基づき管理されるものとして説明する。
即ち、この場合には、露出制御部１３５は、安定時間Ｔｓのカウンタ値をインクリメント
する。
【００４７】
　（ステップＳ１０７）
　また、露出制御部１３５は、取得した検波値が所定の範囲外の値を示す場合には、安定
時間Ｔｓのカウンタ値をデクリメントする。即ち、この場合には、安定時間Ｔｓが減算さ
れることとなる。
【００４８】
　（ステップＳ１０９、Ｓ１１１）
　なお、安定時間Ｔｓには上限値が設けられていてもよい。このような場合においては、
安定時間Ｔｓのカウンタ値が上限値より大きい場合には（Ｓ１０９、ＹＥＳ）、露出制御
部１３５は、安定時間Ｔｓのカウンタ値を当該上限値に設定してもよい（Ｓ１１１）。こ
のような制御により、安定時間Ｔｓが上限値を超えて加算されるといった事態が抑止され
ることとなる。なお、安定時間Ｔｓのカウンタ値が上限値以下の場合には（Ｓ１０９、Ｎ
Ｏ）、参照符号Ｓ１１１で示された処理は実行されずに次処理に遷移する。
【００４９】
　（ステップＳ１１３、Ｓ１１５）
　また、露出制御部１３５は、安定時間Ｔｓのカウンタ値が負の値を示す場合には（Ｓ１
１３、ＹＥＳ）、安定時間Ｔｓのカウンタ値を０に設定する。このような制御により、安
定時間Ｔｓが０より小さくなるように減算されるといった事態が抑止されることとなる。
なお、安定時間Ｔｓのカウンタ値が０以上の場合には（Ｓ１１３、ＮＯ）、参照符号Ｓ１
１５で示された処理は実行されずに次処理に遷移する。
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【００５０】
　（ステップＳ１１７、Ｓ１１９）
　そして、安定時間Ｔｓのカウンタ値が０よりも大きい場合には（Ｓ１１７、ＹＥＳ）、
露出制御部１３５は、前述した所定の範囲（即ち、検波値の範囲）内の検波値を目標値と
して、撮像部１１０の露出が、当該目標値に対応する露出に維持されるように、当該撮像
部１１０の動作を制御する。より具体的な一例として、このとき露出制御部１３５は、撮
像部１１０の露出が、基準値に対応する適正露出に維持されるように、撮像素子１１３に
おける電子シャッターのシャッタースピードや、ゲインを固定する（Ｓ１１９）。なお、
安定時間Ｔｓのカウンタ値が０より大きくない場合（即ち、０の場合）には（Ｓ１１７、
ＮＯ）、露出制御部１３５は、参照符号Ｓ１１９で示された露出の維持に係る制御を実行
しない。この場合には、例えば、露出制御部１３５は、取得される検波値に応じて、当該
検波値が目標値（基準値）により近づくように撮像部１１０の露出を制御することとなる
。
【００５１】
　本実施形態に係る医療用観察装置１００は、上記に説明したような一連の動作を、例え
ば、所定のタイミングごとに逐次実行する。そこで、次に、図５を参照して、本実施形態
に係る医療用観察装置による、上述した一連の動作に基づく露出制御の一例について説明
する。図５は、本実施形態に係る医療用観察装置による露出制御の一例について説明する
ための説明図であり、検波値と、露出制御と、安定時間を管理するためのカウンタ値との
間の関係の一例を示している。図５における、上側に示したグラフと、下側に示したグラ
フとにおいて、横軸は時間を示している。また、上側に示したグラフにおいて、縦軸は検
波値を示している。また、下側に示したグラフにおいて、縦軸は安定時間のカウンタ値を
示している。
【００５２】
　また、図５において、参照符号ｇ１１で示されたグラフは、撮像信号処理部１３１が検
波処理に基づき取得した検波値の時系列に沿った変化を示している。また、参照符号ｇ１
３で示されたグラフは、露出制御部１３５による制御に基づく時系列に沿った露出の変化
を、当該露出に対応する検波値の時系列に沿った変化として模式的に示している。また、
参照符号ｇ１５で示されたグラフは、安定時間のカウンタ値の時系列に沿った変化を示し
ている。
【００５３】
　また、参照符号Ｒ１は、前述した所定の範囲（即ち、検波値の範囲）を示している。な
お、図５に示す例では、基準値Ｌ１１を中心として±ＴＨ１の範囲を、当該所定の範囲Ｒ
１として設定されている。ここで、参照符号ＴＨ１＿ｍａｘは、当該所定の範囲Ｒ１の＋
側の閾値（即ち、上限値）を示しており、参照符号ＴＨ１＿ｍｉｎは、当該所定の範囲Ｒ
１の－側の閾値（即ち、下限値）を示している。このような場合には、取得された検波値
と、基準値Ｌ１１との間の差分の絶対値が閾値ＴＨ１以下のときに、当該検波値が所定の
範囲Ｒ１内の値を示しているものと認識することが可能である。なお、上記に説明した所
定の範囲Ｒ１（即ち、検波値の範囲）の設定方法は、あくまで一例であり、必ずしも基準
値を中心として設定する必要はない。
【００５４】
　図５に示す例では、グラフｇ１１に示すように、取得された検波値は、タイミングＴ１
からＴ３までの期間において、所定の範囲Ｒ１内の値を示しており、タイミングＴ３以降
は当該範囲Ｒ１外の値を示している。
【００５５】
　ここで、グラフｇ１５として示した、安定時間のカウンタ値の時系列に沿った変化に着
目する。安定時間のカウンタ値は、タイミングＴ１からＴ２までの期間においては、検波
値が範囲Ｒ１内の値を示しているため、時系列に沿って増加し、タイミングＴ２において
当該カウンタ値の上限ｃ＿ｍａｘに達する。また、タイミングＴ２からＴ３までの期間に
おいては、検波値が範囲Ｒ１内の値を示しているが、安定時間のカウンタ値は上限ｃ＿ｍ
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ａｘに達しているため、当該上限ｃ＿ｍａｘを超えないように維持される。また、タイミ
ングＴ３以降は検波値が範囲Ｒ１外の値を示しているため、安定時間のカウンタ値は、タ
イミングＴ１からＴ２の期間において増加した分が時系列に沿って減少し、タイミングＴ
４において０となる。即ち、図５に示す例では、タイミングＴ１からＴ２までの長さの時
間Ｔｓをかけて増加したカウンタ値は、当該時間Ｔｓをかけて減少し０に達する。
【００５６】
　次に、グラフｇ１３を参照しながら、露出制御部１３５による撮像部１１０の露出制御
について説明する。図５に示す例では、安定時間のカウンタ値は０よりも大きい値を示し
ている場合に、露出制御部１３５は、基準値Ｌ１１（即ち、範囲Ｒ１内の検波値）を目標
値として、撮像部１１０の露出が、当該目標値に対応する露出（即ち、基準値Ｌ１１に対
応する適正露出）に維持されるように、当該撮像部１１０の動作を制御している。
【００５７】
　より具体的には、図５に示す例では、タイミングＴ１からＴ４までの期間において安定
時間のカウンタ値が０よりも大きい値を示している。そのため、露出制御部１３５は、こ
の期間において、撮像部１１０の露出が、基準値Ｌ１１に対応する適正露出に維持される
ように、当該撮像部１１０の動作を制御している。
【００５８】
　ここで、タイミングＴ３以降の期間に着目する。前述したように、タイミングＴ３以降
は、例えば、観察範囲内に高輝度の被写体が進入する等のような外乱により検波値が上昇
し、当該検波値が範囲Ｒ１外の値を示している。一方で、露出制御部１３５は、タイミン
グＴ３以降も、安定時間のカウンタ値が減少し０に達するタイミングＴ４までの期間にお
いては、撮像部１１０の露出を、基準値Ｌ１１に対応する適正露出に維持し、タイミング
Ｔ４以降は、検波値に追随する露出制御に切り替えている。
【００５９】
　このような制御により、医療用観察装置１００は、観察範囲内に鉗子やガーゼなどの高
輝度の被写体が進入する等の外乱により、検波値が急激に変化した場合においても、撮像
部１１０の露出を維持し、被写体の画像（観察対象の画像）の明るさの急激な変化を抑止
する。即ち、本実施形態に係る医療用観察装置１００に依れば、観察範囲内に鉗子やガー
ゼなどの高輝度の物体が一時的に進入する等の外乱が発生した場合においても、撮像され
た観察対象の画像が暗くなるといった事態の発生を抑止することが可能となる。
【００６０】
　また、検波値が範囲Ｒ１外の値を示した場合においても、医療用観察装置１００が撮像
部１１０の露出を適正露出に維持する期間（第２の期間）は、取得された検波値が所定の
範囲Ｒ１内の値を示す期間（第１の期間）に応じて決定される。より具体的には、医療用
観察装置１００は、検波値が所定の範囲Ｒ１内の値を示す期間（第１の期間）がより長い
ほど、検波値が範囲Ｒ１外の値を示したとしても、撮像部１１０の露出を適正露出に維持
する期間（第２の期間）がより長くなるように制御する。
【００６１】
　例えば、図５に示す例では、タイミングＴ１からＴ３までの期間が、検波値が所定の範
囲Ｒ１内の値を示す期間（第１の期間）に相当する。また、タイミングＴ１からＴ４まで
の期間が、撮像部１１０の露出を適正露出に維持する期間（第２の期間）に相当する。即
ち、本実施形態に係る医療用観察装置１００は、観察範囲内の明るさの変化に応じて、撮
像部１１０の露出が適正露出に維持される期間を動的に制御する。そのため、本実施形態
に係る医療用観察装置１００に依れば、前述したように被写体の画像の明るさの急激な変
化の抑止と、観察範囲内の明るさの変化に対する当該画像の明るさの追従性とを、より好
適な態様で両立させることが可能となる。
【００６２】
　以上、図４及び図５を参照して、本実施形態に係る医療用観察装置の一連の処理の流れ
の一例について、特に、医療用観察装置による露出制御の動作に着目して説明した。
【００６３】
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　＜５．変形例＞
　次に、本実施形態に係る医療用観察装置の変形例として、当該医療用観察装置による露
出制御の他の一例について説明する。前述したように、本実施形態に係る医療用観察装置
は、検波値が所定の範囲Ｒ１内の値を示す第１の期間に基づき、外乱に伴う露出の急激な
変化を抑止する第２の期間を算出する。一方で、医療用観察装置は、当該第２の期間にお
いて、撮像部１１０の露出を、当該範囲Ｒ１内の検波値に基づく露出に維持できれば、そ
の制御の態様は特に限定されない。
【００６４】
　例えば、図５を参照して前述した例では、医療用観察装置１００は、取得された検波値
が所定の範囲Ｒ１内の値を示したタイミングＴ１を基点として、撮像部１１０の露出が適
正露出となるように、当該撮像部１１０の制御を開始していた。一方で、タイミングＴ１
からＴ４の期間において、撮像部１１０の露出が、所定の範囲Ｒ１内の検波値に基づく露
出に維持されれば、必ずしも、医療用観察装置１００が撮像部１１０の動作の制御を開始
するタイミングは、図５におけるタイミングＴ１には限定されない。
【００６５】
　例えば、図６は、本実施形態の変形例に係る医療用観察装置による露出制御の一例につ
いて説明するための説明図である。また、図６における上側及び下側それぞれに示したグ
ラフそれぞれの縦軸及び横軸は、図５における上側及び下側それぞれに示したグラフの縦
軸及び横軸に対応している。なお、図６に示す例では、参照符号ｇ１１及びｇ１５で示し
たグラフは、図５に示す例におけるグラフｇ１１及びｇ１５と同様のため詳細な説明は省
略する。また、参照符号ｇ２３で示されたグラフは、図５におけるグラフｇ１３に対応し
、医療用観察装置１００による制御に基づく時系列に沿った露出の変化を、当該露出に対
応する検波値の時系列に沿った変化として模式的に示している。
【００６６】
　図６に示す例では、医療用観察装置１００が、タイミングＴ１において安定時間のカウ
ンタ値の計測を開始する点では、図５に示す例と同様である。一方で、図６に示す例では
、グラフｇ２３に着目するとわかるように、医療用観察装置１００は、検波値が所定の範
囲Ｒ１内の値を示す期間において撮像部１１０の露出制御は行わず、その後、検波値が当
該範囲Ｒ１外の値を示したタイミングＴ３を基点として当該撮像部１１０の露出制御を開
始している点で、図５に示す例と異なる。
【００６７】
　なお、タイミングＴ３以降の期間については、図５に示す例と同様に、医療用観察装置
１００は、安定時間のカウンタ値が減少し０に達するタイミングＴ４までの期間において
は、撮像部１１０の露出を、基準値Ｌ１１に対応する適正露出に維持する。そして、タイ
ミングＴ４以降については、医療用観察装置１００は、撮像部１１０の露出制御を、検波
値に追随する制御に切り替えている。このような制御により、図６に示す例では、医療用
観察装置１００は、外乱に伴う露出の急激な変化を抑止する第２の期間（タイミングＴ１
からＴ４で示される期間）において、撮像部１１０の露出を、所定の範囲Ｒ１内の検波値
に基づく露出に維持している。
【００６８】
　また、他の一例として、図５や図６に示す例では、医療用観察装置１００は、基準値Ｌ
１１を目標値として、撮像部１１０の露出が、当該目標値に対応する露出に維持されるよ
うに、当該撮像部１１０の動作を制御していた。一方で、撮像部１１０の露出を制御する
ための目標値は、必ずしも所定の基準値Ｌ１１には限られない。
【００６９】
　例えば、図７は、本実施形態の変形例に係る医療用観察装置による露出制御の他の一例
について説明するための説明図である。また、図７における上側及び下側それぞれに示し
たグラフそれぞれの縦軸及び横軸は、例えば、図６における上側及び下側それぞれに示し
たグラフの縦軸及び横軸に対応している。なお、図７に示す例では、参照符号ｇ１１及び
ｇ１５で示したグラフは、図６に示す例におけるグラフｇ１１及びｇ１５と同様のため詳
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細な説明は省略する。また、参照符号ｇ３３で示されたグラフは、図６におけるグラフｇ
２３に対応し、医療用観察装置１００による制御に基づく時系列に沿った露出の変化を、
当該露出に対応する検波値の時系列に沿った変化として模式的に示している。
【００７０】
　図７に示す例では、グラフｇ１５に示すように、医療用観察装置１００による安定時間
のカウンタ値の計測に係る動作は、図５及び図６に示す例と同様である。一方で、図７に
示す例では、医療用観察装置１００は、グラフｇ３３に示すように、基準値Ｌ１１とは異
なる目標値Ｌ１２を、露出制御の目標値として設定している点で、図５及び図６に示す例
と異なる。
【００７１】
　具体的な一例として、医療用観察装置１００は、取得した検波値が範囲Ｒ１内の値を示
す期間における、当該検波値の統計（例えば、タイミングＴ１からＴ２における検波値の
平均や、所定の時間幅に基づく検波値の移動平均等）に基づき目標値Ｌ１２を算出してい
る。そして、医療用観察装置１００は、取得した検波値が範囲Ｒ１外の値を示すタイミン
グＴ３以降において、撮像部１１０の露出が、算出した目標値Ｌ１２に対応する露出に維
持されるように、当該撮像部１１０の動作を制御している。このような制御により、図７
に示す例では、医療用観察装置１００は、外乱に伴う露出の急激な変化を抑止する第２の
期間（タイミングＴ１からＴ４で示される期間）において、撮像部１１０の露出を、所定
の範囲Ｒ１内の検波値に基づく露出に維持している。
【００７２】
　次に、図８を参照して、本実施形態の変形例に係る医療用観察装置による露出制御の他
の一例について説明する。図８における上側及び下側それぞれに示したグラフそれぞれの
縦軸及び横軸は、例えば、図６における上側及び下側それぞれに示したグラフの縦軸及び
横軸に対応している。また、図８において、参照符号ｇ４１で示されたグラフは、医療用
観察装置１００（撮像信号処理部１３１）が検波処理に基づき取得した検波値の時系列に
沿った変化を示している。また、参照符号ｇ４３で示されたグラフは、医療用観察装置１
００（露出制御部１３５）による制御に基づく時系列に沿った露出の変化を、当該露出に
対応する検波値の時系列に沿った変化として模式的に示している。また、参照符号ｇ４５
で示されたグラフは、安定時間のカウンタ値の時系列に沿った変化を示している。また、
参照符号Ｒ１で示される範囲は、図５～図７を参照して説明した例と同様である。
【００７３】
　図８に示す例では、グラフｇ４１に示すように、取得された検波値は、タイミングＴ２
１からＴ２３までの期間において範囲Ｒ１内の値を示しており、次いで、タイミングＴ２
３からＴ２４までの期間において外乱等により一時的に範囲Ｒ１外の値を示している。ま
た、取得された検波値は、タイミングＴ２４からＴ２６までの期間においては、範囲Ｒ１
内の値を示しており、タイミングＴ２６以降は範囲Ｒ１外の値を示している。
【００７４】
　ここで、グラフｇ４５として示した、安定時間のカウンタ値の時系列に沿った変化に着
目する。安定時間のカウンタ値は、タイミングＴ２１からＴ２２までの期間においては、
検波値が範囲Ｒ１内の値を示しているため、時系列に沿って増加し、タイミングＴ２２に
おいて上限ｃ＿ｍａｘに達する。また、タイミングＴ２２からＴ２３までの期間において
は、検波値が範囲Ｒ１内の値を示しているが、安定時間のカウンタ値は上限ｃ＿ｍａｘに
達しているため、当該上限ｃ＿ｍａｘを超えないように維持される。
【００７５】
　また、タイミングＴ２３からＴ２４までの期間においては、検波値が範囲Ｒ１外の値を
示しているため、安定時間のカウンタ値は時系列に沿って減少している。なお、図８に示
す例では、タイミングＴ２４において、安定時間のカウンタ値が０に達する前に、検波値
が再度範囲Ｒ１内の値を示している。そのため、タイミングＴ２４からＴ２５までの期間
において、安定時間のカウンタ値は、再度時系列に沿って増加し、タイミングＴ２５にお
いて上限ｃ＿ｍａｘに達する。また、タイミングＴ２５からＴ２６までの期間においては
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、検波値が範囲Ｒ１内の値を示しているが、安定時間のカウンタ値は上限ｃ＿ｍａｘに達
しているため、当該上限ｃ＿ｍａｘを超えないように維持される。
【００７６】
　そして、タイミングＴ２６以降は検波値が範囲Ｒ１外の値を示しているため、安定時間
のカウンタ値は、タイミングＴ２６までに加算された分が時系列に沿って減少し、タイミ
ングＴ２７において０に達している。
【００７７】
　次に、グラフｇ４３を参照しながら、医療用観察装置１００（露出制御部１３５）によ
る撮像部１１０の露出制御について説明する。図８に示す例では、医療用観察装置１００
は、取得された検波値が範囲Ｒ１外の値を示し、かつ、安定時間のカウンタ値は０よりも
大きい値を示す場合に、撮像部１１０の露出が、基準値Ｌ１１に対応する露出に維持され
るように、当該撮像部１１０の動作を制御している。
【００７８】
　例えば、図８に示す例では、タイミングＴ２３からＴ２４までの期間において、取得さ
れた検波値が範囲Ｒ１外の値を示し、かつ、安定時間のカウンタ値は０よりも大きい値を
示している。そのため、この期間において、医療用観察装置１００は、撮像部１１０の露
出が、基準値Ｌ１１に対応する露出に維持されるように、当該撮像部１１０の動作を制御
している。
【００７９】
　次いで、タイミングＴ２４からＴ２６までの期間に着目する。タイミングＴ２４におい
て、取得された検波値は、再度範囲Ｒ１内の値を示している。そのため、医療用観察装置
１００は、撮像部１１０の露出が取得された検波値に追随するように、撮像部１１０の動
作を切り替えている。
【００８０】
　また、タイミングＴ２６以降の期間においては、取得された検波値が範囲Ｒ１外の値を
示している。また、安定時間のカウンタ値は、タイミングＴ２６から時系列に沿って減少
し、タイミングＴ２７において０に達している。即ち、医療用観察装置１００は、タイミ
ングＴ２６からＴ２７の期間において、撮像部１１０の露出が、基準値Ｌ１１に対応する
露出に維持されるように、当該撮像部１１０の動作を制御している。そして、タイミング
Ｔ２７以降については、医療用観察装置１００は、撮像部１１０の露出が取得された検波
値に追随するように、撮像部１１０の動作を切り替えている。
【００８１】
　なお、図８に示す例においては、取得された検波値が範囲Ｒ１内の値を示す、タイミン
グＴ２１からＴ２３までの期間と、タイミングＴ２４からＴ２６までの期間とが、第１の
期間に相当する。また、タイミングＴ２１からＴ２７までの期間が、外乱に伴う露出の急
激な変化を抑止する第２の期間に相当する。
【００８２】
　以上、図８に示す例では、医療用観察装置１００は、取得された検波値が範囲Ｒ１外の
値を示し、かつ、安定時間のカウンタ値は０よりも大きい値を示す場合に、撮像部１１０
の露出が、基準値Ｌ１１に対応する露出に維持されるように、当該撮像部１１０の動作を
制御している。このような制御により、図８に示す例では、医療用観察装置１００は、決
定した第２の期間中における、取得された検波値が範囲Ｒ１外の値を示す期間において、
撮像部１１０の露出が、基準値Ｌ１１に対応する露出に維持されるように、当該撮像部１
１０の動作を制御することが可能となる。
【００８３】
　なお、上記に説明した医療用観察装置１００による露出制御は、あくまで一例であり、
算出された第２の期間において、撮像部１１０の露出を、所定の範囲Ｒ１内の検波値に基
づく露出に維持できれば、その制御の態様は特に限定されない。例えば、図８に示す例に
おいて、医療用観察装置１００は、図５を参照して説明した例と同様に、タイミングＴ２
１からＴ２７までの期間において、撮像部１１０の露出が、基準値Ｌ１１に対応する露出
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に維持されるように、当該撮像部１１０の動作を制御してもよい。また、他の一例として
、医療用観察装置１００は、タイミングＴ２３において、撮像部１１０の露出制御を開始
し、当該露出制御をタイミングＴ２７まで維持してもよい。換言すると、医療用観察装置
１００は、タイミングＴ２３からＴ２７の期間において、撮像部１１０の露出が、基準値
Ｌ１１に対応する露出に維持されるように、当該撮像部１１０の動作を制御してもよい。
また、図８に示す例において、医療用観察装置１００は、図７に示す例と同様に、基準値
Ｌ１１とは異なる目標値Ｌ１２を別途算出し、当該目標値Ｌ１２に基づき、撮像部１１０
の露出を制御してもよい。
【００８４】
　以上、本実施形態に係る医療用観察装置の変形例として、図６～図８を参照して、当該
医療用観察装置による露出制御の他の一例について説明した。
【００８５】
　＜６．適用例＞
　次に、図９を参照して、本実施形態に係る医療用観察装置の他の適用例として、アーム
を備えた手術用ビデオ顕微鏡装置が用いられる場合の一例について説明する。図９は、本
実施形態に係る医療用観察装置の一適用例について説明するための説明図である。
【００８６】
　図９は、手術用ビデオ顕微鏡装置を用いた施術の様子を模式的に表している。具体的に
は、図９を参照すると、施術者（ユーザ）５２０である医師が、例えばメス、鑷子、鉗子
等の手術用の器具５２１を使用して、施術台５３０上の施術対象（患者）５４０に対して
手術を行っている様子が図示されている。なお、以下の説明においては、施術とは、手術
や検査等、ユーザ５２０である医師が施術対象５４０である患者に対して行う各種の医療
的な処置の総称であるものとする。また、図９に示す例では、施術の一例として手術の様
子を図示しているが、手術用ビデオ顕微鏡装置５１０が用いられる施術は手術に限定され
ず、他の各種の施術であってもよい。
【００８７】
　施術台５３０の脇には本実施形態に係る手術用ビデオ顕微鏡装置５１０が設けられる。
手術用ビデオ顕微鏡装置５１０は、基台であるベース部５１１と、ベース部５１１から延
伸するアーム部５１２と、アーム部５１２の先端に先端ユニットとして接続される撮像ユ
ニット５１５とを備える。アーム部５１２は、複数の関節部５１３ａ、５１３ｂ、５１３
ｃと、関節部５１３ａ、５１３ｂによって連結される複数のリンク５１４ａ、５１４ｂと
、アーム部５１２の先端に設けられる撮像ユニット５１５を有する。図９に示す例では、
簡単のため、アーム部５１２は３つの関節部５１３ａ～５１３ｃ及び２つのリンク５１４
ａ、５１４ｂを有しているが、実際には、アーム部５１２及び撮像ユニット５１５の位置
及び姿勢の自由度を考慮して、所望の自由度を実現するように関節部５１３ａ～５１３ｃ
及びリンク５１４ａ、５１４ｂの数や形状、関節部５１３ａ～５１３ｃの駆動軸の方向等
が適宜設定されてもよい。
【００８８】
　関節部５１３ａ～５１３ｃは、リンク５１４ａ、５１４ｂを互いに回動可能に連結する
機能を有し、関節部５１３ａ～５１３ｃの回転が駆動されることにより、アーム部５１２
の駆動が制御される。
【００８９】
　アーム部５１２の先端には、先端ユニットとして撮像ユニット５１５が接続されている
。撮像ユニット５１５は、撮像対象の画像を取得するユニットであり、例えば動画や静止
画を撮像できるカメラ等である。図９に示すように、アーム部５１２の先端に設けられた
撮像ユニット５１５が施術対象５４０の施術部位の様子を撮像するように、手術用ビデオ
顕微鏡装置５１０によってアーム部５１２及び撮像ユニット５１５の姿勢や位置が制御さ
れる。なお、アーム部５１２の先端に先端ユニットとして接続される撮像ユニット５１５
の構成は特に限定されず、例えば、撮像ユニット５１５は、内視鏡や顕微鏡として構成さ
れていてもよい。また、撮像ユニット５１５は、当該アーム部５１２に対して着脱可能に
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構成されていてもよい。このような構成により、例えば、利用用途に応じた撮像ユニット
５１５が、アーム部５１２の先端に先端ユニットとして適宜接続されてもよい。なお、本
説明では、先端ユニットとして撮像ユニット５１５が適用されている場合に着目して説明
するが、アーム部５１２の先端に接続される先端ユニットは、必ずしも撮像ユニット５１
５に限定されないことは言うまでもない。
【００９０】
　また、ユーザ５２０と対向する位置には、モニタやディスプレイ等の表示装置５５０が
設置される。撮像ユニット５１５により取得された施術部位の画像は、例えば、手術用ビ
デオ顕微鏡装置５１０に内蔵または外付けされた画像処理装置により、各種画像処理が施
されたうえで、表示装置５５０の表示画面に電子画像として表示される。このような構成
により、ユーザ５２０は、表示装置５５０の表示画面に表示される施術部位の電子画像を
見ながら各種の処置（例えば、手術等）を行うことが可能となる。
【００９１】
　なお、図９に示す例では、撮像ユニット５１５が、例えば、図３を参照して前述した撮
像部１１０を含む。また、撮像ユニット５１５により取得された施術部位の画像に対して
、各種画像処理を施す画像処理装置が、図３を参照して前述した制御部１３０の一例に相
当する。同様に、表示装置５５０が、図３を参照して前述した表示部１５０の一例に相当
する。
【００９２】
　以上、図９を参照して、本実施形態に係る医療用観察装置の他の適用例として、アーム
を備えた手術用ビデオ顕微鏡装置が用いられる場合の一例について説明した。
【００９３】
　＜７．ハードウェア構成＞
　次に、図１０を参照しながら、本実施形態に係る医療用観察装置として構成される情報
処理装置９００のハードウェア構成の一例について、詳細に説明する。図１０は、本開示
の一実施形態に係る医療用観察装置として構成される情報処理装置９００のハードウェア
構成の一構成例を示す機能ブロック図である。
【００９４】
　図１０に示すように、情報処理装置９００は、主に、ＣＰＵ９０１と、ＲＯＭ９０３と
、ＲＡＭ９０５と、を備える。また、情報処理装置９００は、更に、ホストバス９０７と
、ブリッジ９０９と、外部バス９１１と、インターフェース９１３と、入力装置９１５と
、出力装置９１７と、ストレージ装置９１９とを備える。また、情報処理装置９００は、
ドライブ９２１と、接続ポート９２３と、通信装置９２５とを備えてもよい。
【００９５】
　ＣＰＵ９０１は、演算処理装置及び制御装置として機能し、ＲＯＭ９０３、ＲＡＭ９０
５、ストレージ装置９１９又はリムーバブル記録媒体９２７に記録された各種プログラム
に従って、情報処理装置９００内の動作全般又はその一部を制御する。ＲＯＭ９０３は、
ＣＰＵ９０１が使用するプログラムや演算パラメータ等を記憶する。ＲＡＭ９０５は、Ｃ
ＰＵ９０１が使用するプログラムや、プログラムの実行において適宜変化するパラメータ
等を一次記憶する。これらはＣＰＵバス等の内部バスにより構成されるホストバス９０７
により相互に接続されている。なお、図３を参照して前述した、制御部１３０の各構成は
、例えば、ＣＰＵ９０１により実現され得る。
【００９６】
　ホストバス９０７は、ブリッジ９０９を介して、ＰＣＩ（Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ　Ｃｏ
ｍｐｏｎｅｎｔ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔ／Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）バスなどの外部バス
９１１に接続されている。また、外部バス９１１には、インターフェース９１３を介して
、入力装置９１５、出力装置９１７、ストレージ装置９１９、ドライブ９２１、接続ポー
ト９２３及び通信装置９２５が接続される。
【００９７】
　入力装置９１５は、例えば、マウス、キーボード、タッチパネル、ボタン、スイッチ、
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レバー及びペダル等、ユーザが操作する操作手段である。また、入力装置９１５は、例え
ば、赤外線やその他の電波を利用したリモートコントロール手段（いわゆる、リモコン）
であってもよいし、情報処理装置９００の操作に対応した携帯電話やＰＤＡ等の外部接続
機器９２９であってもよい。さらに、入力装置９１５は、例えば、上記の操作手段を用い
てユーザにより入力された情報に基づいて入力信号を生成し、ＣＰＵ９０１に出力する入
力制御回路などから構成されている。情報処理装置９００のユーザは、この入力装置９１
５を操作することにより、情報処理装置９００に対して各種のデータを入力したり処理動
作を指示したりすることができる。
【００９８】
　出力装置９１７は、取得した情報をユーザに対して視覚的又は聴覚的に通知することが
可能な装置で構成される。このような装置として、ＣＲＴディスプレイ装置、液晶ディス
プレイ装置、プラズマディスプレイ装置、ＥＬディスプレイ装置及びランプ等の表示装置
や、スピーカ及びヘッドホン等の音声出力装置や、プリンタ装置等がある。出力装置９１
７は、例えば、情報処理装置９００が行った各種処理により得られた結果を出力する。具
体的には、表示装置は、情報処理装置９００が行った各種処理により得られた結果を、テ
キスト又はイメージで表示する。他方、音声出力装置は、再生された音声データや音響デ
ータ等からなるオーディオ信号をアナログ信号に変換して出力する。なお、図３を参照し
て前述した表示部１５０は、例えば、出力装置９１７により実現され得る。
【００９９】
　ストレージ装置９１９は、情報処理装置９００の記憶部の一例として構成されたデータ
格納用の装置である。ストレージ装置９１９は、例えば、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　
Ｄｒｉｖｅ）等の磁気記憶部デバイス、半導体記憶デバイス、光記憶デバイス又は光磁気
記憶デバイス等により構成される。このストレージ装置９１９は、ＣＰＵ９０１が実行す
るプログラムや各種データ等を格納する。
【０１００】
　ドライブ９２１は、記録媒体用リーダライタであり、情報処理装置９００に内蔵、ある
いは外付けされる。ドライブ９２１は、装着されている磁気ディスク、光ディスク、光磁
気ディスク又は半導体メモリ等のリムーバブル記録媒体９２７に記録されている情報を読
み出して、ＲＡＭ９０５に出力する。また、ドライブ９２１は、装着されている磁気ディ
スク、光ディスク、光磁気ディスク又は半導体メモリ等のリムーバブル記録媒体９２７に
記録を書き込むことも可能である。リムーバブル記録媒体９２７は、例えば、ＤＶＤメデ
ィア、ＨＤ－ＤＶＤメディア又はＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）メディア等である。また、
リムーバブル記録媒体９２７は、コンパクトフラッシュ（登録商標）（ＣＦ：Ｃｏｍｐａ
ｃｔＦｌａｓｈ）、フラッシュメモリ又はＳＤメモリカード（Ｓｅｃｕｒｅ　Ｄｉｇｉｔ
ａｌ　ｍｅｍｏｒｙ　ｃａｒｄ）等であってもよい。また、リムーバブル記録媒体９２７
は、例えば、非接触型ＩＣチップを搭載したＩＣカード（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒ
ｃｕｉｔ　ｃａｒｄ）又は電子機器等であってもよい。
【０１０１】
　接続ポート９２３は、情報処理装置９００に直接接続するためのポートである。接続ポ
ート９２３の一例として、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）ポート
、ＩＥＥＥ１３９４ポート、ＳＣＳＩ（Ｓｍａｌｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ　
Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）ポート等がある。接続ポート９２３の別の例として、ＲＳ－２３２
Ｃポート、光オーディオ端子、ＨＤＭＩ（登録商標）（Ｈｉｇｈ－Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ
　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）ポート等がある。この接続ポート９２３
に外部接続機器９２９を接続することで、情報処理装置９００は、外部接続機器９２９か
ら直接各種のデータを取得したり、外部接続機器９２９に各種のデータを提供したりする
。
【０１０２】
　通信装置９２５は、例えば、通信網（ネットワーク）９３１に接続するための通信デバ
イス等で構成された通信インターフェースである。通信装置９２５は、例えば、有線若し
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くは無線ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録
商標）又はＷＵＳＢ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ＵＳＢ）用の通信カード等である。また、通信
装置９２５は、光通信用のルータ、ＡＤＳＬ（Ａｓｙｍｍｅｔｒｉｃ　Ｄｉｇｉｔａｌ　
Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｌｉｎｅ）用のルータ又は各種通信用のモデム等であってもよい
。この通信装置９２５は、例えば、インターネットや他の通信機器との間で、例えばＴＣ
Ｐ／ＩＰ等の所定のプロトコルに則して信号等を送受信することができる。また、通信装
置９２５に接続される通信網９３１は、有線又は無線によって接続されたネットワーク等
により構成され、例えば、インターネット、家庭内ＬＡＮ、赤外線通信、ラジオ波通信又
は衛星通信等であってもよい。
【０１０３】
　以上、本開示の実施形態に係る医療用観察装置として構成される情報処理装置９００の
機能を実現可能なハードウェア構成の一例を示した。上記の各構成要素は、汎用的な部材
を用いて構成されていてもよいし、各構成要素の機能に特化したハードウェアにより構成
されていてもよい。従って、本実施形態を実施する時々の技術レベルに応じて、適宜、利
用するハードウェア構成を変更することが可能である。なお、図１０では図示しないが、
例えば、前述した医療用観察装置に対応する各種の構成を当然備える。
【０１０４】
　なお、上述のような本実施形態に係る医療用観察装置として構成される情報処理装置９
００の各機能を実現するためのコンピュータプログラムを作製し、パーソナルコンピュー
タ等に実装することが可能である。また、このようなコンピュータプログラムが格納され
た、コンピュータで読み取り可能な記録媒体も提供することができる。記録媒体は、例え
ば、磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、フラッシュメモリなどである。また、
上記のコンピュータプログラムは、記録媒体を用いずに、例えばネットワークを介して配
信してもよい。
【０１０５】
　＜８．まとめ＞
　以上、説明したように、本実施形態に係る医療用観察装置は、検波値が所定の範囲内の
値を示すことを認識した場合には、検波値が当該範囲内の値を示す第１の期間を計測し、
当該第１の期間の計測結果に基づき、外乱に伴う露出の急激な変化を抑止する第２の期間
を決定する。そして、医療用観察装置は、決定した第２の期間中においては、外乱等によ
り検波値が急激に変化した場合においても、撮像部の露出が、当該範囲内の検波値に対応
する露出（例えば、基準値に対応する適正露出）に維持されるように、当該撮像部の動作
を制御する。
【０１０６】
　このような制御により、本実施形態に係る医療用観察装置は、観察範囲内に鉗子やガー
ゼなどの高輝度の被写体が進入する等の外乱により、検波値が急激に変化した場合におい
ても、撮像部の露出を維持し、患部等の被写体の画像（観察対象の画像）の明るさの急激
な変化を抑止する。即ち、本実施形態に係る医療用観察装置に依れば、観察範囲内に鉗子
やガーゼなどの高輝度の物体が一時的に進入した場合においても、撮像された観察対象の
画像が暗くなるといった事態の発生を抑止することが可能となる。
【０１０７】
　また、前述したように、本実施形態に係る医療用観察装置が、外乱に伴う露出の急激な
変化を抑止する第２の期間は、検波値が所定の範囲内の値を示す第１の期間に基づき決定
される。即ち、当該医療用観察装置は、第１の期間がより長いほど、第２の期間がより長
くなるように制御する。換言すると、本実施形態に係る医療用観察装置は、観察範囲内の
明るさの変化に応じて、撮像部の露出が、所定の範囲内の検波値に対応する露出（例えば
、適正露出）に維持される期間を動的に制御する。そのため、本実施形態に係る医療用観
察装置に依れば、前述したように被写体の画像の明るさの急激な変化の抑止と、観察範囲
内の明るさの変化に対する当該画像の明るさの追従性とを、より好適な態様で両立させる
ことが可能となる。
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【０１０８】
　以上、添付図面を参照しながら本開示の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
開示の技術的範囲はかかる例に限定されない。本開示の技術分野における通常の知識を有
する者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更
例または修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本開示の技
術的範囲に属するものと了解される。
【０１０９】
　また、本明細書に記載された効果は、あくまで説明的または例示的なものであって限定
的ではない。つまり、本開示に係る技術は、上記の効果とともに、または上記の効果に代
えて、本明細書の記載から当業者には明らかな他の効果を奏しうる。
【０１１０】
　なお、以下のような構成も本開示の技術的範囲に属する。
（１）
　生体内における被写体の像の明るさの検知結果を取得する取得部と、
　前記明るさの検知結果が所定の範囲内の値を示す第１の期間に応じて、撮像部の露出を
、前記範囲内に含まれる値に対応する露出に維持する第２の期間を決定する制御部と、
　を備える、医療用観察装置。
（２）
　前記制御部は、前記検知結果として、前記範囲内の値が検知されたタイミングを基点と
した前記第１の期間に応じて、当該タイミングを基点とした前記第２の期間を決定する、
前記（１）に記載の医療用観察装置。
（３）
　前記制御部は、前記タイミングを基点として、前記撮像部の露出の制御を開始する、前
記（２）に記載の医療用観察装置。
（４）
　前記制御部は、前記第２の期間中における前記タイミングよりも後の他のタイミングを
基点として、前記撮像部の露出の制御を開始する、前記（２）に記載の医療用観察装置。
（５）
　前記他のタイミングは、前記検知結果として、前記範囲外の値が検知されたタイミング
である、前記（４）に記載の医療用観察装置。
（６）
　前記制御部は、前記第２の期間中における、前記検知結果が前記範囲外の値を示す期間
において、前記撮像部の露出の制御する、前記（２）に記載の医療用観察装置。
（７）
　前記制御部は、前記撮像部の露出が、前記範囲内に含まれる所定の目標値に対応する露
出に維持されるように、当該撮像部を制御する、前記（１）～（６）のいずれか一項に記
載の医療用観察装置。
（８）
　前記制御部は、前記検知結果に基づき、前記撮像部の露出を制御するための目標値を算
出する、前記（１）～（６）のいずれか一項に記載の医療用観察装置。
（９）
　前記制御部は、前記第１の期間に応じた前記第２の期間の増加分を、所定の閾値を超え
ない範囲で設定する、前記（１）～（８）のいずれか一項に記載の医療用観察装置。
（１０）
　前記撮像部を備える、前記（１）～（９）のいずれか一項に記載の医療用観察装置。
（１１）
　前記撮像部は、患者の体腔内に挿入される内視鏡である、
　前記（１０）に記載の医療用観察装置。
（１２）
　前記撮像部は、前記被写体の光学像を取得する光学系を含む顕微鏡部であって、
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　前記顕微鏡部を支持する支持部、
　をさらに備える、
　前記（１０）に記載の医療用観察装置。
（１３）
　プロセッサが、
　生体内における被写体の像の明るさの検知結果を取得することと、
　前記明るさの検知結果が所定の範囲内の値を示す第１の期間に応じて、撮像部の露出を
、前記範囲内に含まれる値に対応する露出に維持する第２の期間を決定することと、
　を含む、医療用観察方法。
【符号の説明】
【０１１１】
　１　　　内視鏡手術システム
　１１　　内視鏡
　１３　　ＣＣＵ
　１５　　表示装置
　１７　　光源装置
　２１　　処置具用装置
　２２　　エネルギ処置具
　２３　　鉗子
　２４　　気腹装置
　２５ａ、２５ｂ　トロッカ
　２６　　レコーダ
　２７　　プリンタ
　３１　　カート
　３３　　患者ベッド
　３５　　フットスイッチ
　１００　医療用観察装置
　１１０　撮像部
　１１１　撮像光学系
　１１３　撮像素子
　１３０　制御部
　１３１　撮像信号処理部
　１３３　画像処理部
　１３５　露出制御部
　１５０　表示部
【要約】
【課題】撮像される画像の、外乱に伴う明るさの急激な変化を抑止する。
【解決手段】生体内における被写体の像の明るさの検知結果を取得する取得部と、前記明
るさの検知結果が所定の範囲内の値を示す第１の期間に応じて、撮像部の露出を、前記範
囲内に含まれる値に対応する露出に維持する第２の期間を決定する制御部と、を備える、
医療用観察装置。
【選択図】図３
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